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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遺 骨 を 収 容 し 、 納 骨 場 所 に 少 な く と も 一 部 が 土 に 接 す る 状 態 で 所 定 の 期 間 納 め ら れ 、 前  
記 所 定 の 期 間 経 過 後 に 前 記 納 骨 場 所 か ら 取 り 出 す た め の 納 骨 袋 で あ っ て 、
　 遺 骨 を 収 容 す る 袋 状 の 遺 骨 収 容 袋 部 を 備 え 、
　 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 、 納 骨 袋 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 に は 、 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 の 内 面 の 少 な く と も 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆  
部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 納 骨 袋 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 内 面 被 覆 部 は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 納 骨 袋 。
【 請 求 項 ４ 】
　 遺 骨 を 収 容 し 、 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 に 所 定 の 期 間 納 め る た め の 納 骨 袋 で あ っ て 、
　 遺 骨 を 収 容 す る 袋 状 の 遺 骨 収 容 袋 部 を 備 え 、
　 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 、 納 骨 袋 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 自 立 可 能 に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 納 骨 袋 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 遺 骨 を 収 容 す る 骨 壺 を 収 容 可 能 に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ 又 は  
５ に 記 載 の 納 骨 袋 。

請求項の数　8　（全12頁）
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【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 に は 、 前 記 遺 骨 収 容 袋 部 の 内 面 の 少 な く と も 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆  
部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 納 骨 袋 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 内 面 被 覆 部 は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 納 骨 袋 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 納 骨 袋 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 お 墓 に 納 骨 す る 場 合 、 遺 骨 を カ ロ ー ト （ 納 骨 室 ） と 呼 ば れ る 納 骨 場 所 に 納 め  
る 。 カ ロ ー ト の 構 造 は 、 遺 骨 を 自 然 の 土 に 返 す と い う 考 え 方 か ら 、 底 が そ の ま ま 土 に な っ  
て い る も の が あ る 。 こ の 場 合 、 遺 骨 を 骨 壺 か ら 取 り 出 し 、 そ の ま ま 散 骨 せ ず に 、 生 分 解 性  
を 有 す る 布 や 袋 に 包 ん で カ ロ ー ト 内 に 納 め る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 生 分 解 性 材 料 を  
用 い た 遺 骨 収 納 容 器 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 願 ２ ０ １ ２ － ２ ４ ５ ３ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 都 市 部 へ の 人 口 集 中 、 少 子 高 齢 化 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 等 に よ り 、 お 墓 参 り  
を し て く れ る 人 が い な い 、 お 墓 参 り に 行 く こ と が で き な い 人 が 増 え て い る と い っ た 事 情 が  
あ る 。 そ の た め 、 従 来 の 永 代 使 用 （ 永 代 使 用 料 を 払 っ て お 墓 の 権 利 を 取 得 し 、 そ の 土 地 を  
永 代 に わ た っ て 使 用 す る こ と ） に 代 わ っ て 、 寺 院 や 霊 園 が 管 理 や 供 養 を す る 永 代 供 養 （ 寺  
院 や 霊 園 が 遺 骨 を 預 か り 、 永 代 に わ た っ て 供 養 す る こ と ） の 需 要 が 高 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 永 代 供 養 の 場 合 、 遺 骨 の 安 置 期 間 に は 一 定 の 期 限 （ 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十 回 忌 ま で  
） が 設 け ら れ て い る た め 、 所 定 の 期 間 経 過 後 、 お 墓 や 納 骨 堂 か ら 遺 骨 を 取 り 出 し て 合 祀 墓  
に 移 し た り 、 遺 族 が 引 き 取 っ た り す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 遺 族 の 意 向 等 に よ り 期 間 の 途 中  
で 改 葬 （ 既 に あ る お 墓 等 か ら 別 の お 墓 等 に 遺 骨 を 移 す こ と ） す る 場 合 に は 、 お 墓 等 か ら 遺  
骨 を 取 り 出 し て 別 の お 墓 等 に 移 動 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 永 代 供 養 の よ う に 、 お 墓 等 に 遺 骨 を 納 め て 所 定 の 期 間 が 経 過 し た 後 に 、 お 墓 等  
か ら 遺 骨 を 取 り 出 す 機 会 や 可 能 性 が 増 え て い る 。 と こ ろ が 、 従 来 、 遺 骨 を 自 然 の 土 に 返 す  
と い う 考 え 方 か ら 、 遺 骨 を 生 分 解 性 の 布 や 袋 に 包 ん で い る た め 、 納 骨 し て か ら 所 定 の 期 間  
が 経 過 し た 後 に 遺 骨 だ け を 取 り 出 す こ と は 容 易 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 新 規 の 様 々 な 用 途 に 適 用 す る こ と が で き る 納 骨 袋 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 の 態 様 で あ る 納 骨 袋 は 、 遺 骨 を 収 容 し 、 納 骨 場 所 に 少 な く と も 一 部 が 土 に 接  
す る 状 態 で 所 定 の 期 間 納 め ら れ 、 所 定 の 期 間 経 過 後 に 納 骨 場 所 か ら 取 り 出 す た め の 納 骨 袋  
で あ る 。 納 骨 袋 は 、 遺 骨 を 収 容 す る 袋 状 の 遺 骨 収 容 袋 部 を 備 え て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 は 、  
シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 納 骨 袋 に よ れ ば 、 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 土 に 含 ま れ る 砂 や 粘 土 の 主 成 分 で あ る シ リ カ （  
Ｓ ｉ Ｏ 2 ） か ら な り 、 耐 腐 食 性 、 耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ の た  
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め 、 納 骨 袋 を 納 骨 場 所 （ 例 え ば 、 お 墓 の カ ロ ー ト （ 納 骨 室 ） 等 ） に 少 な く と も 一 部 が 土 に  
接 す る 状 態 で 長 期 間 納 め た 後 で あ っ て も 、 遺 骨 を 収 容 し た 遺 骨 収 容 袋 部 の 腐 食 や 経 年 劣 化  
を 抑 制 で き る 。 す な わ ち 、 遺 骨 を 納 骨 袋 に 収 容 し た 状 態 で 長 期 間 に わ た っ て 十 分 に 保 護 で  
き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 を 所 定 の 期 間 経 過 後 （ 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十 回  
忌 を 終 え た 後 、 改 葬 す る 時 等 ） に 納 骨 場 所 か ら 取 り 出 す こ と が 容 易 と な る 。 す な わ ち 、 納  
骨 場 所 に 納 骨 し て か ら 長 期 間 経 過 後 で あ っ て も 、 遺 族 に と っ て 大 切 な 故 人 の 遺 骨 を 容 易 か  
つ 確 実 に 取 り 出 す こ と が で き る 。 よ っ て 、 納 骨 場 所 か ら 遺 骨 を 取 り 出 し て 合 祀 墓 に 移 し た  
り 、 遺 族 が 引 き 取 っ た り 、 改 葬 し た り す る 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 納 骨 袋 の 遺 骨 収 容 袋 部 を 構 成 す る シ リ カ 繊 維 は 、 上 述 し た と お り 、 土 に 含 ま れ る  
砂 や 粘 土 の 主 成 分 で あ る シ リ カ か ら な る 。 そ の た め 、 土 と ほ ぼ 同 様 の 成 分 か ら な る シ リ カ  
繊 維 に よ り 構 成 さ れ た 遺 骨 収 容 袋 部 に 遺 骨 を 収 容 し 、 少 な く と も 一 部 が 土 に 接 す る 状 態 で  
納 骨 袋 を 納 骨 場 所 に 納 め る こ と に よ り 、 故 人 の 遺 骨 を 自 然 の 土 に 返 す と い う 意 味 や 思 い を  
込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 納 骨 袋 に お い て 、 遺 骨 収 容 袋 部 に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 の 内 面 の 少 な く と も 一 部 を 被 覆  
す る 内 面 被 覆 部 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 と 内 面 被 覆 部 と の  
二 重 構 造 に よ り 、 収 容 し た 遺 骨 に よ っ て 遺 骨 収 容 袋 が 損 傷 し た り 、 特 に 尖 っ た 部 分 を 有 す  
る 骨 が 遺 骨 収 容 袋 を 貫 通 し て 外 部 に 飛 び 出 し た り す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 納  
骨 袋 及 び そ の 納 骨 袋 に 収 容 し た 遺 骨 を 十 分 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 内 面 被 覆 部 は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 耐 腐  
食 性 、 耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ マ ッ ト に よ り 、 遺 骨 を 納 骨 袋 に 収 容 し た 状 態 で 長 期 間 に 渡 っ  
て 保 護 す る と い う 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 柔 軟 性 を 有 す る シ リ カ マ ッ ト  
で 遺 骨 を 包 み 込 む こ と に よ り 、 故 人 に 安 ら か に 眠 っ て ほ し い と い う 遺 族 の 故 人 に 対 す る 思  
い を 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で あ る 納 骨 袋 は 、 遺 骨 を 収 容 し 、 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 に 所 定 の 期 間 納 め  
る た め の 納 骨 袋 で あ る 。 納 骨 袋 は 、 遺 骨 を 収 容 す る 袋 状 の 遺 骨 収 容 袋 部 を 備 え て い る 。 遺  
骨 収 容 袋 部 は 、 シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 来 、 納 骨 堂 に 納 骨 す る 際 に は 、 骨 壺 に 遺 骨 を 収 容 し て ロ ッ カ ー 式 、 仏 壇 式 、 棚 式 、 墓  
石 式 等 の 各 種 形 式 の 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 に 納 め る 。 し か し な が ら 、 例 え ば 地 震 や 火 災 等 が 起  
き て 納 骨 堂 が 倒 壊 し た 場 合 、 陶 磁 器 等 か ら な る 骨 壺 が 割 れ て 中 に 入 っ て い た 遺 骨 が 外 に 出  
て し ま い 、 誰 の 遺 骨 か わ か ら な く な っ た り 、 他 の 遺 骨 が 混 ざ っ た り す る 可 能 性 が あ る と い  
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 納 骨 袋 に よ れ ば 、 耐 熱 性 に 優 れ た シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ た 遺 骨 収 容 袋 部 に 遺 骨  
を 収 容 す る 。 そ の た め 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 を 納 骨 堂 に 納 め て い る 間 に 例 え ば 地 震 や 火  
災 等 が 起 き て 納 骨 堂 が 倒 壊 し た 場 合 で あ っ て も 、 割 れ て し ま う 可 能 性 が あ っ た 従 来 の 骨 壺  
と は 異 な り 、 遺 骨 を 納 骨 袋 に 収 容 し た 状 態 で 十 分 に 保 護 す る こ と が で き る 。 ま た 、 火 災 等  
に 対 し て も 、 耐 熱 性 を 有 す る 納 骨 袋 に よ っ て 遺 骨 を 十 分 に 保 護 す る こ と が で き る 。 こ れ に  
よ り 、 上 述 し た よ う な 災 害 時 に お け る 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、  
遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 を 所 定 の 期 間 経 過 後 （ 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十 回 忌 を 終 え た 後 、  
改 葬 す る 時 等 ） に 納 骨 堂 か ら 取 り 出 す こ と が 容 易 と な る 。 す な わ ち 、 納 骨 堂 に 納 骨 し て か  
ら 長 期 間 経 過 後 で あ っ て も 、 遺 族 に と っ て 大 切 な 故 人 の 遺 骨 を 容 易 か つ 確 実 に 取 り 出 す こ  
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と が で き る 。 こ れ に よ り 、 納 骨 堂 か ら 遺 骨 を 取 り 出 し て 合 祀 墓 に 移 し た り 、 遺 族 が 引 き 取  
っ た り 、 改 葬 し た り す る 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 納 骨 袋 の 遺 骨 収 容 袋 部 を 構 成 す る シ リ カ 繊 維 は 、 土 に 含 ま れ る 砂 や 粘 土 の 主 成 分  
で あ る シ リ カ （ Ｓ ｉ Ｏ 2 ） か ら な る 。 そ の た め 、 土 と ほ ぼ 同 様 の 成 分 か ら な る シ リ カ 繊 維 に  
よ り 構 成 さ れ た 遺 骨 収 容 袋 部 に 遺 骨 を 収 容 し 、 納 骨 袋 を 納 骨 堂 に 納 め る こ と に よ り 、 故 人  
の 遺 骨 を 自 然 の 土 に 返 す と い う 意 味 や 思 い を 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 納 骨 袋 に お い て 、 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 自 立 可 能 に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 に  
は 、 納 骨 袋 の 遺 骨 収 容 袋 部 に 収 容 し た 遺 骨 を 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 に 安 置 す る こ と が 容 易 と な  
る 。 ま た 、 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 か ら 遺 骨 を 取 り 出 す 作 業 も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 遺 骨 収 容 袋 部 は 、 遺 骨 を 収 容 す る 骨 壺 を 収 容 可 能 に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の  
場 合 に は 、 例 え ば 地 震 や 火 災 等 が 起 き て 納 骨 堂 が 倒 壊 し て も 、 納 骨 袋 に よ っ て 衝 撃 を 吸 収  
し 、 骨 壺 が 割 れ る こ と を 抑 制 で き る 。 ま た 、 骨 壺 が 万 が 一 割 れ た と し て も 、 遺 骨 を 納 骨 袋  
に 収 容 し た 状 態 で 十 分 に 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 遺 骨 収 容 袋 部 に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 の 内 面 の 少 な く と も 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆 部  
が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 と 内 面 被 覆 部 と の 二 重 構 造 に よ り  
、 収 容 し た 遺 骨 に よ っ て 遺 骨 収 容 袋 が 損 傷 し た り 、 特 に 尖 っ た 部 分 を 有 す る 骨 が 遺 骨 収 容  
袋 を 貫 通 し て 外 部 に 飛 び 出 し た り す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 納 骨 袋 及 び そ の 納  
骨 袋 に 収 容 し た 遺 骨 を 十 分 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 内 面 被 覆 部 は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 衝 撃  
吸 収 性 、 耐 熱 性 に 優 れ た シ リ カ マ ッ ト に よ り 、 災 害 時 に お け る 納 骨 堂 の 倒 壊 や 火 災 に 対 し  
て 遺 骨 を 納 骨 袋 に よ っ て 保 護 す る と い う 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 特 に 、 遺 骨 収  
容 袋 部 に 骨 壺 を 収 容 す る 場 合 に は 、 骨 壺 の 割 れ を よ り 一 層 抑 制 で き る 。 ま た 、 柔 軟 性 が あ  
る シ リ カ マ ッ ト で 遺 骨 を 包 み 込 む こ と に よ り 、 故 人 に 安 ら か に 眠 っ て ほ し い と い う 遺 族 の  
故 人 に 対 す る 思 い を 上 記 納 骨 袋 に 込 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 の 使 用 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 の 使 用 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 納 骨 袋 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 と 共 に 説 明 す る 。
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 １ は 、 遺 骨 を 収 容 す る 袋 状 の 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ を 備 え  
て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ は 、 略 長 方 形 状 を 呈 し て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ は 、 長 手 方 向  
の 一 端 に 開 口 部 １ ２ を 有 す る 。 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ は 、 長 手 方 向 の 他 端 が 閉 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 一 方 （ 開 口 部 １ ２ 側 ） の 端 部 １ １ １ に は 、 ２ 本 の 紐 部 １ ３ が 取 り 付  
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け ら れ て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 開 口 部 １ ２ は 、 ２ 本 の 紐 部 １ ３ に よ っ て 縛 る こ と が で  
き る 。 ２ 本 の 紐 部 １ ３ に は 、 収 容 し た 遺 骨 が 誰 の も の で あ る か を 示 す た め の 故 人 の 名 前 等  
が 記 載 さ れ た 名 札 等 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ は 、 シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 シ リ カ 繊 維 は 、 シ リ カ （ Ｓ ｉ  
Ｏ 2 ） を 主 成 分 と す る 繊 維 で あ る 。 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ は 、 １ 枚 の シ リ カ 繊 維 の カ ッ ト 片 を 縫  
製 し て な る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 シ リ カ 繊 維 と し て は 、 株 式 会 社 光 和 製 の シ リ カ ク ロ ス  
（ 品 番 ： Ｋ Ｓ Ｃ ６ ０ ０ 、 厚 み ： ０ ． ５ ３ ｍ ｍ 、 重 さ ： ６ １ ０ ｇ ／ ｍ 2 、 朱 子 織 り ） を 用 い て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 の 使 用 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 お 墓 １ ０ に は 、 カ ロ ー ト （ 納 骨 室 ） １ ０ １ が 設 け ら れ て い る 。 カ ロ  
ー ト １ ０ １ は 、 石 や コ ン ク リ ー ト で 囲 ま れ た 内 部 空 間 を 有 す る 納 骨 場 所 で あ り 、 地 面 よ り  
も 下 （ 地 中 ） に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 カ ロ ー ト １ ０ １ は 、 地 面 よ り も 上 （ 地 上 ） に 設 け  
ら れ て い て も よ い 。 カ ロ ー ト の 底 は 、 土 １ ０ ２ が 露 出 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ ロ ー ト １ ０ １ 内 に は 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 １ が 納 め ら れ て い る 。 納 骨 袋 １ は 、 カ ロ  
ー ト １ ０ １ の 底 に 露 出 し た 土 １ ０ ２ の 上 に 納 め ら れ て い る 。 す な わ ち 、 納 骨 袋 １ は 、 そ の  
少 な く と も 一 部 （ 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 少 な く と も 一 部 ） が カ ロ ー ト １ ０ １ の 底 に 露 出 し た  
土 １ ０ ２ に 接 す る 状 態 で 納 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 納 骨 袋 １ は 、 永 代 供 養 の 場 合 、 お 墓 １ ０ の カ ロ ー ト １ ０ １ 内 に 所 定 の 期 間 納 め ら れ る 。  
所 定 の 期 間 と は 、 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十 回 忌 を 終 え る ま で の 期 間 で あ る 。 所 定 の 期 間  
が 経 過 し た 後 は 、 お 墓 １ ０ の カ ロ ー ト １ ０ １ 内 か ら 納 骨 袋 １ を 取 り 出 し 、 合 祀 墓 に 移 し た  
り 、 遺 族 が 引 き 取 っ た り す る 。 ま た 、 所 定 の 期 間 が 経 過 す る 途 中 で 、 改 葬 す る た め に 納 骨  
袋 １ を 取 り 出 す こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 １ に お け る 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 １ に よ れ ば 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ は 、 土 に 含 ま れ る 砂 や 粘 土 の 主 成 分  
で あ る シ リ カ （ Ｓ ｉ Ｏ 2 ） か ら な り 、 耐 腐 食 性 、 耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ  
て い る 。 そ の た め 、 納 骨 袋 １ を 納 骨 場 所 （ 例 え ば 、 お 墓 １ ０ の カ ロ ー ト （ 納 骨 室 ） １ ０ １  
等 ） に 少 な く と も 一 部 が 土 １ ０ ２ に 接 す る 状 態 で 長 期 間 納 め た 後 で あ っ て も 、 遺 骨 を 収 容  
し た 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 腐 食 や 経 年 劣 化 を 抑 制 で き る 。 す な わ ち 、 遺 骨 を 納 骨 袋 １ に 収 容  
し た 状 態 で 長 期 間 に 渡 っ て 十 分 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 １ を 所 定 の 期 間 経 過 後 （ 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十  
回 忌 を 終 え た 後 、 改 葬 す る 時 等 ） に 納 骨 場 所 か ら 取 り 出 す こ と が 容 易 と な る 。 す な わ ち 、  
納 骨 場 所 に 納 骨 し て か ら 長 期 間 経 過 後 で あ っ て も 、 遺 族 に と っ て 大 切 な 故 人 の 遺 骨 を 容 易  
か つ 確 実 に 取 り 出 す こ と が で き る 。 よ っ て 、 納 骨 場 所 か ら 遺 骨 を 取 り 出 し て 合 祀 墓 に 移 し  
た り 、 遺 族 が 引 き 取 っ た り 、 改 葬 し た り す る 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 納 骨 袋 １ の 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ を 構 成 す る シ リ カ 繊 維 は 、 上 述 し た と お り 、 土 に 含  
ま れ る 砂 や 粘 土 の 主 成 分 で あ る シ リ カ か ら な る 。 そ の た め 、 土 と ほ ぼ 同 様 の 成 分 か ら な る  
シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ た 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ に 遺 骨 を 収 容 し 、 少 な く と も 一 部 が 土 １ ０  
２ に 接 す る 状 態 で 納 骨 袋 １ を 納 骨 場 所 （ 例 え ば 、 お 墓 １ ０ の カ ロ ー ト １ ０ １ 等 ） に 納 め る  
こ と に よ り 、 故 人 の 遺 骨 を 自 然 の 土 に 返 す と い う 意 味 や 思 い を 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 は 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 １ の 構 成 を 変 更 し た 例 で あ る 。 な お 、  
第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 内 面 １ ４ の 一 部  
を 被 覆 す る 内 面 被 覆 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 内 面 被 覆 部 １ ５ は 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 内  
面 １ ４ に お い て 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 一 方 （ 開 口 部 １ ２ 側 ） の 端 部 １ １ １ を 除 い た 部 分 に  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 内 面 被 覆 部 １ ５ は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る 。 シ リ カ マ ッ ト は 、 シ リ カ （ Ｓ  
ｉ Ｏ 2 ） を 主 成 分 と す る シ リ カ 繊 維 を マ ッ ト 状 に し た も の で あ る 。 内 面 被 覆 部 １ ５ は 、 遺 骨  
収 容 袋 部 １ １ の 内 面 １ ４ に 縫 い 付 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 シ リ カ マ ッ ト と し  
て は 、 株 式 会 社 光 和 製 の シ リ カ ニ ー ド ル マ ッ ト （ 品 番 ： Ｋ Ｓ Ｍ １ ６ ０ ０ － １ ０ 、 厚 み ： １  
０ ｍ ｍ 、 密 度 ： １ ６ ０ ０ ｇ ／ ｍ 3 ） を 用 い て い る 。 シ リ カ ニ ー ド ル マ ッ ト は 、 シ リ カ チ ョ ッ  
プ ド フ ァ イ バ ー を ニ ー ド ル パ ン チ で マ ッ ト 状 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 １ に よ れ ば 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の 内 面 １ ４  
の 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆 部 １ ５ （ シ リ カ マ ッ ト ） が 設 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 遺 骨 収  
容 袋 部 １ １ と 内 面 被 覆 部 １ ５ と の 二 重 構 造 に よ り 、 収 容 し た 遺 骨 に よ っ て 遺 骨 収 容 袋 部 １  
１ が 損 傷 し た り 、 特 に 尖 っ た 部 分 を 有 す る 骨 が 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ を 貫 通 し て 外 部 に 飛 び 出  
し た り す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 納 骨 袋 １ 及 び そ の 納 骨 袋 １ に 収 容 し た 遺 骨 を  
十 分 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 内 面 被 覆 部 １ ５ は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 耐 腐 食 性 、  
耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ マ ッ ト で 構 成 さ れ た 内 面 被 覆 部 １ ５ に よ り 、 遺 骨 を 納 骨 袋 １ に 収 容  
し た 状 態 で 長 期 間 に 渡 っ て 保 護 す る と い う 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 柔 軟  
性 を 有 す る シ リ カ マ ッ ト で 構 成 さ れ た 内 面 被 覆 部 １ ５ で 遺 骨 を 包 み 込 む こ と に よ り 、 故 人  
に 安 ら か に 眠 っ て ほ し い と い う 遺 族 の 故 人 に 対 す る 思 い を 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 ２ は 、 遺 骨 を 収 容 す る 袋 状 の 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ を 備 え  
て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 円 形 状 の 底 部 ２ ２ と 円 筒 状 の 側 面 部 ２ ３ と を 有 す る 。 遺 骨  
収 容 袋 部 ２ １ は 、 側 面 部 ２ ３ の 軸 方 向 の 一 端 に 開 口 部 ２ ４ を 有 す る 。 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は  
、 側 面 部 ２ ３ の 軸 方 向 の 他 端 が 底 部 ２ ２ に よ っ て 閉 じ ら れ て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、  
自 立 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ の 側 面 部 ２ ３ の 一 方 （ 開 口 部 ２ ４ 側 ） の 端 部 ２ ３ １ に は 、 ２ 本 の 紐 部  
２ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ の 開 口 部 ２ ４ は 、 ２ 本 の 紐 部 ２ ５ に よ っ て  
縛 る こ と が で き る 。 ２ 本 の 紐 部 ２ ５ に は 、 収 容 し た 遺 骨 が 誰 の も の で あ る か を 示 す た め の  
故 人 の 名 前 等 が 記 載 さ れ た 名 札 等 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 シ リ カ 繊 維 は 、 シ リ カ （ Ｓ ｉ  
Ｏ 2 ） を 主 成 分 と す る 繊 維 で あ る 。 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ た 底 部  
２ ２ と 側 面 部 ２ ３ と を 縫 製 し て な る 。 ま た 、 側 面 部 ２ ３ は 、 １ 枚 の シ リ カ 繊 維 の カ ッ ト 片  
を 縫 製 し て な る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 シ リ カ 繊 維 と し て は 、 株 式 会 社 光 和 製 の シ リ カ ク  
ロ ス （ 品 番 ： Ｋ Ｓ Ｃ ６ ０ ０ 、 厚 み ： ０ ． ５ ３ ｍ ｍ 、 重 さ ： ６ １ ０ ｇ ／ ｍ 2 、 朱 子 織 り ） を 用  
い て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ （ 底 面 部 ２ ２ 、 側 面 部 ２ ３ ） の 内 面 ２  
６ の 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆 部 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 内 面 被 覆 部 ２ ７ は 、 遺 骨 収 容 袋 部  
２ １ （ 底 面 部 ２ ２ 、 側 面 部 ２ ３ ） の 内 面 ２ ６ に お い て 、 側 面 部 ２ ３ の 一 方 （ 開 口 部 ２ ４ 側  
） の 端 部 ２ ３ １ を 除 い た 部 分 に 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 内 面 被 覆 部 ２ ７ は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る 。 シ リ カ マ ッ ト は 、 シ リ カ （ Ｓ  
ｉ Ｏ 2 ） を 主 成 分 と す る シ リ カ 繊 維 を マ ッ ト 状 に し た も の で あ る 。 内 面 被 覆 部 ２ ７ は 、 遺 骨  
収 容 袋 部 ２ １ （ 底 面 部 ２ ２ 、 側 面 部 ２ ３ ） の 内 面 ２ ６ に 縫 い 付 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態  
に お い て 、 シ リ カ マ ッ ト と し て は 、 株 式 会 社 光 和 製 の シ リ カ ニ ー ド ル マ ッ ト （ 品 番 ： Ｋ Ｓ  
Ｍ １ ６ ０ ０ － １ ０ 、 厚 み ： １ ０ ｍ ｍ 、 密 度 ： １ ６ ０ ０ ｇ ／ ｍ 3 ） を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 の 使 用 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 納 骨 堂 に は 、 ロ ッ カ ー 式 の 納 骨 壇 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 納 骨 壇 ２  
０ に は 、 区 分 け さ れ た 複 数 の 納 骨 棚 （ 納 骨 場 所 ） ２ ０ １ が 設 け ら れ て い る 。 各 納 骨 棚 ２ ０  
１ に は 、 扉 ２ ０ ２ が 付 い て い る 。 納 骨 棚 ２ ０ １ に は 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 ２ が 納 め ら れ  
て い る 。 納 骨 袋 ２ は 、 納 骨 棚 ２ ０ １ に 自 立 し た 状 態 で 納 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 納 骨 袋 ２ は 、 例 え ば 永 代 供 養 の 場 合 、 納 骨 堂 の 納 骨 壇 ２ ０ の 納 骨 棚 ２ ０ １ に 所 定 の 期 間  
納 め ら れ る 。 所 定 の 期 間 と は 、 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十 回 忌 を 終 え る ま で の 期 間 で あ る  
。 所 定 の 期 間 が 経 過 し た 後 は 、 納 骨 堂 の 納 骨 壇 ２ ０ の 納 骨 棚 ２ ０ １ か ら 納 骨 袋 ２ を 取 り 出  
し 、 合 祀 墓 に 移 し た り 、 遺 族 が 引 き 取 っ た り す る 。 ま た 、 所 定 の 期 間 が 経 過 す る 途 中 で 、  
改 葬 す る た め に 納 骨 袋 ２ を 取 り 出 す こ と も あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 ２ に お け る 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 ２ に よ れ ば 、 耐 熱 性 に 優 れ た シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ た 遺 骨 収 容  
袋 部 ２ １ に 遺 骨 を 収 容 す る 。 そ の た め 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 ２ を 納 骨 堂 に 納 め て い る 間  
に 例 え ば 地 震 や 火 災 等 が 起 き て 納 骨 堂 が 倒 壊 し た 場 合 で あ っ て も 、 割 れ て し ま う 可 能 性 が  
あ っ た 従 来 の 骨 壺 と は 異 な り 、 遺 骨 を 納 骨 袋 ２ に 収 容 し た 状 態 で 十 分 に 保 護 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 火 災 等 に 対 し て も 、 耐 熱 性 を 有 す る 納 骨 袋 ２ に よ っ て 遺 骨 を 十 分 に 保 護 す る  
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 上 述 し た よ う な 災 害 時 に お け る 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ の た  
め 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 ２ を 所 定 の 期 間 経 過 後 （ 例 え ば 、 三 十 三 回 忌 や 五 十 回 忌 を 終 え  
た 後 、 改 葬 す る 時 等 ） に 納 骨 堂 か ら 取 り 出 す こ と が 容 易 と な る 。 す な わ ち 、 納 骨 堂 に 納 骨  
し て か ら 長 期 間 経 過 後 で あ っ て も 、 遺 族 に と っ て 大 切 な 故 人 の 遺 骨 を 容 易 か つ 確 実 に 取 り  
出 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 納 骨 堂 か ら 遺 骨 を 取 り 出 し て 合 祀 墓 に 移 し た り 、 遺 族 が  
引 き 取 っ た り 、 改 葬 し た り す る 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 納 骨 袋 ２ の 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ を 構 成 す る シ リ カ 繊 維 は 、 土 に 含 ま れ る 砂 や 粘 土 の  
主 成 分 で あ る シ リ カ （ Ｓ ｉ Ｏ 2 ） か ら な る 。 そ の た め 、 土 と ほ ぼ 同 様 の 成 分 か ら な る シ リ カ  
繊 維 に よ り 構 成 さ れ た 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ に 遺 骨 を 収 容 し 、 納 骨 袋 ２ を 納 骨 堂 に 納 め る こ と  
に よ り 、 故 人 の 遺 骨 を 自 然 の 土 に 返 す と い う 意 味 や 思 い を 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 ２ に お い て 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 自 立 可 能 に 構 成 さ れ て い  
る 。 そ の た め 、 納 骨 袋 ２ の 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ に 収 容 し た 遺 骨 を 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 に 安 置 す  
る こ と が 容 易 と な る 。 ま た 、 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 か ら 遺 骨 を 取 り 出 す 作 業 も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ に は 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ （ 底 面 部 ２ ２ 、 側 面 部 ２ ３ ） の 内 面 ２  
６ の 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆 部 ２ ７ （ シ リ カ マ ッ ト ） が 設 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 遺 骨  
収 容 袋 部 ２ １ と 内 面 被 覆 部 ２ ７ と の 二 重 構 造 に よ り 、 収 容 し た 遺 骨 に よ っ て 遺 骨 収 容 袋 部  
２ １ が 損 傷 し た り 、 特 に 尖 っ た 部 分 を 有 す る 骨 が 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ を 貫 通 し て 外 部 に 飛 び  
出 し た り す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 納 骨 袋 ２ 及 び そ の 納 骨 袋 ２ に 収 容 し た 遺 骨  
を 十 分 に 保 護 で き る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 内 面 被 覆 部 ２ ７ は 、 シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 耐 腐 食 性 、  
耐 候 性 に 優 れ た シ リ カ マ ッ ト で 構 成 さ れ た 内 面 被 覆 部 ２ ７ に よ り 、 遺 骨 を 納 骨 袋 ２ に 収 容  
し た 状 態 で 長 期 間 に 渡 っ て 保 護 す る と い う 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 柔 軟  
性 を 有 す る シ リ カ マ ッ ト で 構 成 さ れ た 内 面 被 覆 部 ２ ７ で 遺 骨 を 包 み 込 む こ と に よ り 、 故 人  
に 安 ら か に 眠 っ て ほ し い と い う 遺 族 の 故 人 に 対 す る 思 い を 込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 ２ の 構 成 を 変 更 し た 例 で あ る 。 な お 、 第 ３ 実  
施 形 態 と 同 様 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 遺 骨 を 収 容 す る 骨 壺 ３ を 収 容 可 能 に 構 成 さ れ  
て い る 。 す な わ ち 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ は 、 円 筒 状 の 骨 壺 ３ の 形 状 に 対 応 し た 形 状 で あ る 。  
な お 、 遺 骨 収 容 袋 部 ２ １ の 形 状 は 、 骨 壺 ３ の 形 状 に 合 わ せ て 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 納 骨 袋 ２ に よ れ ば 、 例 え ば 地 震 や 火 災 等 が 起 き て 納 骨 堂 が 倒 壊 し て も 、 納  
骨 袋 ２ に よ っ て 衝 撃 を 吸 収 し 、 骨 壺 ３ が 割 れ る こ と を 抑 制 で き る 。 特 に 、 シ リ カ マ ッ ト に  
よ り 構 成 さ れ た 内 面 被 覆 部 ２ ７ に よ っ て 、 骨 壺 ３ の 割 れ を よ り 一 層 抑 制 で き る 。 ま た 、 骨  
壺 ３ が 万 が 一 割 れ た と し て も 、 遺 骨 を 納 骨 袋 ２ に 収 容 し た 状 態 で 十 分 に 保 護 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お  
い て 種 々 の 態 様 で 実 施 し う る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 １ で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 １ の 少 な く と も 一 部 が お 墓 １ ０  
の カ ロ ー ト １ ０ １ の 底 に 露 出 し た 土 １ ０ ２ に 接 す る 状 態 で 、 納 骨 袋 １ を 所 定 の 期 間 納 め る  
態 様 で あ っ た が 、 例 え ば 樹 木 葬 の よ う に 、 遺 骨 を 収 容 し た 納 骨 袋 を 土 の 中 に 埋 葬 し 、 納 骨  
袋 全 体 が 土 に 接 す る 状 態 で 、 納 骨 袋 を 所 定 の 期 間 納 め る 態 様 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 ２ で は 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 １ の 遺 骨 収 容 袋 部 １ １ の  
内 面 １ ４ の 一 部 を 被 覆 す る 内 面 被 覆 部 １ ５ が シ リ カ マ ッ ト に よ り 構 成 さ れ て い る が 、 内 面  
被 覆 部 １ ５ は 、 例 え ば 従 来 か ら 納 骨 袋 の 材 料 と し て 用 い ら れ て い る 木 綿 布 等 で 構 成 さ れ て  
い て も よ い 。 上 記 実 施 形 態 ３ も 同 様 で あ る （ 図 ６ 、 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 納 骨 袋 ２ を 納 骨 堂 の ロ ッ カ ー 式 の 納 骨 壇  
２ ０ の 納 骨 棚 ２ ０ １ に 所 定 の 期 間 納 め る 態 様 で あ っ た が 、 納 骨 袋 を 仏 壇 式 、 棚 式 、 墓 石 式  
等 の 各 種 形 式 の 納 骨 堂 の 納 骨 場 所 に 納 め る 態 様 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 に お け る １ つ の 構 成 要 素 が 有 す る 機 能 を 複 数 の 構 成 要 素 と し て 分 散  
さ せ た り 、 複 数 の 構 成 要 素 が 有 す る 機 能 を １ つ の 構 成 要 素 に 統 合 し た り し て も よ い 。 ま た  
、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 の 一 部 を 省 略 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 の 少 な く と も  
一 部 を 、 他 の 上 記 実 施 形 態 の 構 成 に 対 し て 付 加 、 置 換 等 し て も よ い 。 な お 、 特 許 請 求 の 範  
囲 に 記 載 の 文 言 か ら 特 定 さ れ る 技 術 思 想 に 含 ま れ る あ ら ゆ る 態 様 が 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ … 納 骨 袋 、 １ １ … 遺 骨 収 容 袋 部 、 １ ２ … 開 口 部 、 １ ３ … 紐 部 、 １ ４ … 内 面 、 １ ５ … 内  
面 被 覆 部 、 １ １ １ … 一 方 の 端 部



10

20

30

40

50

JP 7302876 B2 2023.7.4(9)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7302876 B2 2023.7.4(11)

【 図 ９ 】
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